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歎
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説
史
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ラ

ス

手

塚

壽

郎

「
貨
幣
歎
量
読

は
純
糠

に

ヨ
9
ぴ
塁
犀
甘

で
あ
る
、
換
言
す
れ

ば
そ
れ
は
、
貨
幣
量

に
於
け
る
攣

化
が
物
便

水
準

の
攣

化
を
齎

ら

す
も

の
で
あ

る
と
述

ぺ
て
は
ゐ
る
が
、
此
現
象
を
読

明
し

て
は
ゐ
な

い
。

こ
れ

が
貨
幣
数
量

読

に
向
け
ら
れ

た
所

の
、
殊

に
欧
洲

大
陸

の
諸
學
者

に
よ

つ
て
向
け
ら
れ

た
批
難

で
あ
る
。
此
現
象

に
含
ま
れ

て
ゐ
る
因
果

の

エ
レ
メ
ン
ツ
を
前
景

に
出
し

て
來
た

の

は
、

O
器
ゲ
げ
巴
碧
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H
昌
8
目
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噌凶8
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な

る
功
績

で
あ
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。
即
ち
貨
幣
を
保
持
せ
ん
と
す
る
欲
望

の
憂

化

は
、
支
彿
手
段

の
供
給

の
攣

化
な
く
と
も
、
物
債

水
準

の
攣
化
を
齎
し
得

べ
く
、
ま
た
貨
幣
所
得

の
流
程

の
増
加
は
、
消
費
者

の

貨
幣
歎
量
観
史
上
の
y
ル
ラ
ス
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増
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せ
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貨
幣
源
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消
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増
加
即
ち
漕
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出
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増
加
と
な
る
か
否
か
、
叉
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ら
貨
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を
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保
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ん
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望
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中
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さ
れ
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否
か

に
ょ

つ
て
、
物
債

水
準
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大
な
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或

ひ
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小
な
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響
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な
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ら
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、
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金
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淺

高
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所
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績
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史
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、
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取
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ら
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叙
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。
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さ
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さ
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ら
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な
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定
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所
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享
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さ
れ
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ゐ

る
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。
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所
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。
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ら
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翠
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。
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給
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幣
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會
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得
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購
買
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な
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。
代
数
記
號
を
以

て
す

れ
ば

、

ρ
×
<
"
囚

で
あ
る
。

こ

玉
で
Q
は
貨
幣

軍
位

の
敏
、
V
は
各
貨
幣
翠
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ケ
ー

ン
ズ
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方

程
式
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て
ゐ
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ケ
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が
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ー

ジ恥

エ
ツ

ト

…教

授

の

研

究

(
昌
)

卜
伽
o
昌

≦

四
胃
器

9。
巳

さ

o

O
器

甲

じd
鑑
程

o
o
》
署

H
§

o
げ

8

侍
7
0

蜀
H
o
鑑
o
日

o
幽
与

o
<
匙
ロ
o

o
h

]≦
o
ロ
昌

拗

(
卜9
)
↓
冨

嵐

。
器
3
曼

〉
巷
8
窃

。
幽
匪
。
零

蹄

9
ω冨
昌

。。
器
言
旨

に
指

示
を

仰
ぎ
な

が
ら
、

ワ
ル
ラ

ス
の
現
金
淺
高
読
を

研
究
し

て

見

た

い
と
思

ふ
。

私

の
こ

玉
で

の
目
的

は
、
之
を
研
究

す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、

ワ
ル
ラ

ス
の
維
濟
思

想

の
明
確
な
把
握

に
達

せ
ん

と
す
る

に
あ

る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
貨
幣
数
量
読

の
獲
展

の

一
駒

と
し

て
即
ち

現
金
残
高
読
嚢
展

の

一
駒

と
し
て
研
究
す

る

は
頗

る
與
味

深
き
も

の
が
あ
る

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
は
二
つ
の
理
由

が
あ

る
。
第

一
に
、

ワ
ル
ラ

ス
は
最
初

フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
数

量

読
を
と

つ
た
が
、
後

に
は
そ
れ
を
捨

て

玉
現
金
淺
高
読

を
と
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
二
読
を
、
よ
く
自
毘

し
づ

玉
、
匠

別
し
て
ゐ
る

と
云
ふ
理
由

が
あ
る
。
第

二
に
、

ワ
ル
ラ

ス
は
現
金

淺
高
読
を
代
数
式

を
以
て
示
し
、
其
式

が

ケ
ー

ン
ズ

の
式

に
相
等

し

い
も

の

と
な

つ
て
ゐ
る
と

云
ふ
理
由

が
あ

る
。

そ

こ
で
お

の
つ
か
ら
本
稿
も
、
純

粋
経
濟
學
要
論

の
第

一
版

に
於

て
は

ワ
ル
ラ

ス
は

フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
貨
幣
数
量
読

を
探
ろ

て

ゐ
た

こ
と
を

先
づ
第

一
に
誰
明
し
、
次

い
で
、

一
八
八
六
年

に
公

に
せ
ら
れ

た

臼
竃
自
♂

傷
o
冨

目
o
昌
昌
鐵
。
及
び
純
粋
維
濟
學

要

論

の
第

二
版

以
後

に
於

て
は
現
金
淺
高
読
が
先

の
フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
数
量
読

に
代

つ
て
現
は
れ

て
來

て
ゐ
る

こ
と
、

ケ
ー

ン
ズ
の

方
程
式

旨
11
冨

に
全
く
相

等
し

い
方
程
式

が
現
は
れ

て
來

て
ゐ
る

こ
と
を
明
瞭

に
す
る
こ
と

、
な

る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

と
併

貨
幣
籔
量
醗
史
上
の
ン
ル
ラ
ス

五

8)

9)
ro)
11)
z2)

Quart.Journ.ofEoollomics,1929,P・373・

Keynes,ATreatiseonMoney,Vo1.1,p.22g.

Keynes,ATreatiseonMoney,Vol・1,P・229・

Jou血alofPoliticalEconomy,コ931,P・569以 下o

JournalofPoliticalE◎onomysig35,P・145以 下 。



六

せ

て
、

つ
い
で
に
、

ワ
ル
ラ

ス
の
貨
幣
理
論
特

に
数
量
読
が
學
読
史
家

や
ワ
ル
ラ

ス
の
追
随
者

に
よ

つ
て
如
何

に
誤
解

さ
れ

て
來

た
か
を
明
ら
か
に
す

る
で
あ

ら
う
。

一
一

 

フ
イ

シ
ヤ
ー

は

、

目
冨

男
α
げ

鑑

O
巷

ぎ

=

昌

国
8
口
o
旦

。

目
冨

o
ぎ

弾

0
8

巳

。
日
o
霞
昌
鼻

μ
。。
㊤
8

,

q
嵩

窪

昌
9
。

に
於

て
、

ま

た

℃
舞

。
訂

ω言
σq
℃
。
箋
。
H
亀

寓

。
昌
2

の
第

二

十

五
頁

の
註

に
於

て
、
交

換

方

程
式

は

。。
ぎ

。
ロ

Z
。
婁
8
ヨ
げ

に
よ

つ

て

り
H
ぎ
。覧

9

鼠

男
。
年
汐
9。
一
国
8
ぎ

目
鴇

の
第

三

百

四

十

六
頁

に
初

め

て
定

型

を

與

へ
ら
れ

た

と
述

べ

た

。

そ
れ

以
來

、

Z
。宅
8
ヨ
げ

が

交

換

方
程
式

の
最

初

の
襲

案

者

で
あ

る

と
、

普

遍

的

に
信

ぜ

ら
れ

て

ゐ

る
。

今

偶

然

に

ヶ
ー

ン
ズ

の

↓
同
$
静

。

。
昌

冨

8

昌

を

取

り

上

げ

て
見

て
も
、

次

の
叙

述

が

あ

る

。
「
フ
イ

シ
ヤ
ー
敏

授

の

目
冨

男
5
。
冨

ωぎ
σq

男
。
ミ
自

。
h

竃

。
ロ
昌

は

。。
旦

8

Z
・
ミ
8
ヨ
ぴ

に
捧

げ

ら

れ

て
ゐ

る

。
Z
⑦ミ
8
ヨ
ぴ

か

ら

困
§

日
⑦
器
N
敏

授

を
輕

て
、
℃
目
H
竃

く

な

る
式

が
出

て
來

た

の
で
あ

る

。

Z
o
ミ
8
ヨ
ぴ

は
專

門

の
脛

濟

學

者

で

は
な

く

、
数

學
者

で
あ

つ
た

。

(
目
冨

d
鼻

&

o。
欝
け8

Z
9
5
・
及

び

』
。
ぎ

口
。
切
匡
蕊

の
数

學

の
教

授

で
あ

つ
た

。
)

一
八

八

六
年

に
公

に
さ
れ

た

彼

の

津

写
6罰且
。
。。
。
h
団
象

昏

9
一
国
08

。
日
団

は
、

正
統

的
な

學

者

の
著

述

を

絵

り
多

く

讃

ま

な

い
た

め

に
邪

道

に
入

る

こ
と

の
な

い

フ

レ
ツ

シ
な

科
學

者

が
経

濟

學

の
如

き

未
完

成

の
科

學

に
於

て
時

に
作

り

出

し

得

る
猫

創

的

な
著

作

の

一
つ
で
あ

る
。

そ

し

て
此

著
作

は

今

日

も
精

讃

に
値

す

る
債
値

を

も

つ

て
ゐ
る
。

彼

が

呂
§

段凶§

o
{
。。
8
凶。
言
運

。一誘
昌
註

。
昌

と

呼

ん

で
ゐ

た
基

本

方

程
式

は

タ

男
"
皆

弼

で

あ

る

。

こ

玉
で
刃

は
貨

幣

の
数

量

、

R

は

流

通

の



●

遽
さ

(
こ
れ
は
現
金
及
び
銀
行
貨
幣
を
含
む
通
貨
全
髄
の
流
通
の
速
さ
を
意
味
し
て
ゐ
る
、
彼
は
現
金
の
流
通
速
度
と
銀
行
貨
幣

ノ

　

の
流
動

速
度

と
は
必
す

し
も
同

一
な
り

と
考

へ
す
し

て
、
そ
れ

ら
を
夫

々
R
、
R
を
以

て
示
し

て
ゐ
る
。
ヒ
れ

ら
は

ブ
イ

シ
ヤ
ー

ノ

の

V

、

V

に

ま

さ

し

く

相

慮

し

て

ゐ

る

。
)

を

示

し

、

P

は

便

格

水

準

、
k

は

穿

。

冒
含

畳

芝

6
ぎ

巳
碧
一。
昌

8

昏

・

。・
。
讐

。
h

箕

§

。。
オ
繧
9

≦
。
雷
冨

器

`
口
芽

で

あ

る

。

Z
。
ミ
8

ヨ
ぴ

が

ぎ
自

鴇
蔚

「
9
目
三

"
ユ
。
昌

と

云

ふ

は

、

貨

幣

と

交

換

に

人

々

の

手

を

換

ふ

る

所

の
商

品

及

び

用

役

の

量

を

指

す

。

彼

は

言
含

⑭
窪

巴

昏

。
三
註

8

か

ら

、

而

し

て

恐

ら

く

流

通

の
速

さ

か

ら

、

m邑

菩

。
7

鈴
旨

昌
¢
h
o
H
。・
器

♂
潜
三
昌
σq

目
o
昌
o
ざ

自

偽
o
℃
o
訟
ユ
昌
σq

謬

ぎ

騨

び
9
昌
ド

ぴ
o
o
碧

。・
o

け
冨

器

舞
o

昌
o
梓
げ
巴
層
昌
o
a

ξ

誘

く
o
携
o
賃
9
講
ω
{o
湯

o
h

≦
$

岸
『

。
N
ψ臼
二
8
ω
.

を

除

い

て

ゐ

る

。

総

て

は

頗

る

緻

密

に
立

論

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

フ

イ

シ

ヤ

ー

の

場

合

よ

り

一
贋

緻

密

に

立

わ

論

せ

ら
れ

て
ゐ

る

か
も

知

れ

ぬ
。
」

も

し

フ
イ

シ
ヤ
ー

の
云

ふ

が
如

く

、

ケ
ー

ン
ズ

が

云

ふ

が
如

く

、
ま

た

一
般

に
信

ぜ

ら

れ

て
ゐ

る

が
如

く

、

Z
。
ミ
8
ヨ
び

が
交

換

方

程
式

の
創

案
者

で
あ

る

べ
き
だ

と

し

た

ら

、

Z
。
毛
8
旨
げ

の

男
二
暑
昼

。。。
。
臨
団
島

昏

層
一
守

。
ぎ

B
団

に
先

立

つ
こ

と
十

年

、
髄

●

純

粋

経

濟

學

要

論

の
第

一
版

に

於

て

、

ワ

ル

ラ

ス

が

フ

イ

シ

ヤ
ー

の

交

換

方

程

式

と

全

く

其

軌

を

一
に

す

る

交

換

方

程

式

を

立

て

た

こ

と

が

誰

明

出

來

る

な

ら

、

少

か

ら

す

興

味

が

あ

る

。

け

れ

ど

も

此

黙

に
關

し

て

は

、

マ
ー

ジ

エ
ツ

ト

が

詮

索

し

て

ゐ

る

や

う

に

、

三

人

の

先

駆

者

が

あ

る

の

で
あ

つ

て

、

ワ

ル

ラ

ス

の

名

轡

は

さ

ま

で
高

く

止

り

得

な

い

の

で

あ

る

。

三

人

の

先

騙

者

と

は

H
鴫

男
8
9

0
H

(O

…

昌
臼
茜

o
昌

畠
霞

　Z
麟
ユ
o
昌
薗
一〇2
ぎ

昌
o
日
尉
℃
μ
Q。
α
ト

匂0
8

ユ
o
"

ド
ト9
◎◎
℃
昌
9

0

0
.)

卜o
。
即

国
o
箋
o
旨

(勺
ユ
昌
o
ぢ
に
ψ
o
幽
男
o
洋

一〇
鑑

国
8

昌
o
已
繁
噂
μ
◎◎
α
ρ

℃
.
◎Q
O
刈
)
、Q◎
・
炉

ピ
o
く
91
ω
O
o
舞

(ヒ
9

ρ
信
8
齢凶o
昌

傷
りO
び

H
c◎
α
Go
り
℃
・
鼠

QQ
・)
で

あ

る

。

貨

幣
殿
量
観
史

上
の

フ
ル
ラ

ス

七

r)Keynes,TreatiseonMolley,Vo1・1,PP・233-4ennote・

x最 近 の 例 と して
、Snyder,MeasurementversusTheoryinEconomicstln

EconomicEssaysinh㎝ofofG.Cassel,p.Sg6.



θ

入

ワ
ル
ラ

ス
が
貨
幣
数

量
読
史
上

に
淺
す
意
義

は
、
夫

れ
故

に
、
歎
量
読

の
代
数
式

化

に
あ

る

の
で
は
勿
論

な
い
。
見
様

に
よ

つ

て
は
、
此
代
敏
式
化

に
も

多
少

の
意
義

が
な

い
と
は
云

へ
な

い
。
何

と
な
れ
ば
純

粋
経
濟
學
要
論
第

一
版
の
交
換
方
程
式

に
は
、

商

品
の
流
通
速
度
な

る
概
念

が
探
り
入
れ

ら
れ

て
ゐ
る
か
ら

で
あ

る
。
ワ
ル
ラ
ス
の
最
初

の
交
換
方

程
式

は
嚴
密

に
は
竃

く
11
男
日

で
は
な
く
し

て
、
罎
く
H
団
・
O
く
で
あ

つ
た
。
此
式

で
M
、
V
、
P
は
夫

々
普
通

に
フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
交
換
方
程
式

に
用

ひ
ら
れ

て

ゐ
る
意
味

に
等
し
く

、
G
rは
商
品

の
量
を
表
は
し
、

v
は
商
品

の
流
通
速
度
を

示
す
。
け
れ
ど
も
商
品

の
流
通
速
度
な
る
概
念
を

コ

探

り
入
れ
た

と
云
ふ
瓢

で
も

、
ワ
ル
ラ

ス
が
創
案
者

た
る
榮
轡
を
荷

ふ
わ
け

に
は
行
か
な

い
。
明
確

で
は
無

か

つ
た

に
せ
よ
、
商

品

の
流
通

速
度
な
る
概

念
は
既

に
十
九
世
紀

の
初
頭

に
現
は
れ
、
其
後
屡

々
現
は
れ

て
ゐ
る

の
み
で
な
く

閑
。
ミ
⑦
昌
と

b
。
爵
ω器
謹

わ

の
著
作

で
は
、
そ
れ

が
交

換
方
程
式

の
う
ち

に
取

入
れ

ら
れ

て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
結

局
、
純
粋
経
濟
學
要
論

に
於

て
、
貨
幣
敏
量

読

の
交

換
方
程
式

竃
く
11
恒

Ω
<
が
現
は
れ

て
ゐ
た
と
云
ふ
事
實

は
そ
れ
自

艦
と
し

て
は
意
義

の
少
い
も

の
で
あ

る
。
然
し
此
事

實

を
、
ワ
ル
ラ
ス
の
貨
幣
敷
量
読

の
嚢
展

の

一
環

と
し

て
見

る
場
合

に
は
頗

る
重
大
な

る
意
義
を
も

つ
て
來

る
。

ワ
ル
ラ

ス
は
、
,

純
粋
経
濟
學
要
論

の
第

二
版

以
後

の
序

文

に
、
此
蕪
を
明
ら
か

に
し

て
ゐ
る
や
う

で
あ

る
。

曰
く
、

「
…
…

一
八
七
六
年

以
後

一

八
九
九
年

に
至
る
私

の
研
究

に
よ

つ
て
著

し
く
攣

化
さ
れ
た

の
は
特

に
貨
幣

理
論

で
あ
る
。
第

一
並
び

に
第

二
版

〔
要
論

の
〕

に

お

い
て
は
,
貨
幣
編

は
純
理
論
と
慮

用
論

と

の
二
部
か
ら
成

つ
て
ゐ
た

が
、
第

三
、
第
四
版

に
お

い
て
は
、
慮

用
論

が
除

か
れ
、

從

つ
て
純

理
論
、
特

に
貨
幣
理
論

の
根
本

た
る
貨
幣
債
値

の
問
題

の
解
法
し
か
研
究
し
な

か

つ
た
。
第

一
版

に
て
は
此
解
法
は

、

私

が

一
般

の
経
濟
學
者

か
ら
借
り
來
れ

る

『
流
通

に
役
立

つ
た
現
金
」

.、昏

。
三
彗
凶8

レ
曾
。。。・窪
二
N
..

の
思
想

を
基
礎

と
し
て
ゐ

2)Marget,ZurDogmengeschichtedesBegriffeseinerUmlaufsgeschwindigkei,

derGUterundseinesVerhaltnisseszurUmlaufsgeschwindigkeitdesGeldes

ZeitschriftderNationa1δkqnomie,B.IV,S.212。



,る

。
第

二
版

に
於

て
は

此

解

法

は

、

拙
著

目
沫
9
汐

牙

冨

目
9

§
凶o

に

用

ひ
ら
れ

た

る

『
所
望

の
現
金

』

..窪

鼠

o器

黛
。。沫

。
、、

み

の
思
想
を
基
礎

込
し
て
ゐ
る
。
」

今
私
は
、
純
粋
経
濟
學

要
論

の
第

一
版

に
用

ひ
ら
れ
た

。岸
ε
巨

6
旨

ρ
牙
ψ。・。署
罪

を
基
礎

と
す
る
貨
幣
理
論
即
ち
交
換
方
程

式

が
如
何
な

る
も

の
で
あ

つ
た

か
を

明
ら
か

に
し
、
そ
れ

が
後

に
、
如
何

に

魯
鼠

・8

幕
い幕

。

の
思
想

を
基
礎

と
し
て
ゐ
る
貨

幣

理
論

に
攣
化
し
た
か
を

示
さ
ね

ば
な
ら
な

い
。

純
粋
経

濟
學

要
論

の
第

一
版

に
於
け
る
交
換
方

程
式

は
次

の
如
き
も

の
で
あ
る
。

(
目
)

集
≦

11

製
、◎
禁

十

恥
◎
σ〈
σ
十
N
◎
。〈
。
十
動
0
9
ぎ

十

…

…

此
式

で
、
◎
♂

は

貨
幣

と

な

つ
て

ゐ

る
金

属

中

で
現

に
貨

幣

と

し

て
用

ひ

ら
れ

て
ゐ

る
部

分

、

◎
ザ

は

此
金

属

に

し

て
貨

幣

以

外

の
用

途

に
用

ひ
ら
れ

て

ゐ
る

部

分

、

◎
5

ρ
。"
O
臼
…
…

は
夫

々
費

買

交

換

せ
ら

る

玉

(閑
)輸
(O
)匂
(U
)…
…

な

る
商

品

の
量

、

緊
ミ

(
註
)

は

貨
幣

の
流

通
係

数

即

ち
流

通
速

度

、

儀
、
は

此
金

属

の
流

通
係

数

即

ち

流

通

速

度

や

き

動
…

…

は
夫

々
商

品

(閑
)舶
(O
)馳
θ

)…

…

の
流

通

係

歎

、
<
暫
は

貨
幣

及

び
商

品

と

し

て
用

ひ
ら

る

玉
金
屡

の
商

品

と
し

て
の
債

値

、
く
享

く
。"
〈
β
…
…

は
夫

々
商

品

(切
)舶
(O
)》

の

(∪
)…
…

の
便

値

を

示
す

。

(
註
)

y
ル
ラ
ス
の
流
通
係
殿
な

る
概

念
に
、
曹
通
に
流
通
蓮
度
と
呼
ば
れ
て
ゐ
う
も
の
に
等
し

い
概
念
で
あ
る
。二

定
の
期
間
例

へ
ば

一
年
叉

は

剛
ケ
月
叉
に

一
日
中
に
交
換

せ
ら
ろ
L
商
晶
の
全
髄
量
即
ち
費
買
せ
ら

ろ
」
商
品
の
全
髄
量
を
得
ん
が
穴
め
に
、
此
商
晶
の
存
在
量
と

相
乗
ぜ
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
籔
な

8
。融
g
o暮

傷
。
9
器
巳
9
笛
8

と
云
ふ
。
例

へ
ば
市
揚
に
百
萬

(
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
蓼
が
あ
り
、
卸
賢

或
ひ
は
小
費
に
て
五
百
萬

(
ク
ト
リ
ツ
ト
ル
の
小
夢
が
賢
買
ぜ
ら
れ
索
と
假
定
す
れ
ば
、
小
多
の
流
鶏
係
殿
に
五
で
あ
る
。
庇
流
通
係
鍛

貨
鱒
鍛
量
観
史
上
の

y
ル
ラ
ス

「
九

3)Wahras,E16mentsd,6conomiepolitiquepure,Ig26,P.IX.

4)Walras,El6ments,Ire6dition,p.二80.



一
〇

に

、
商
品

が
交

換

せ
ら

ろ
」
こ
と
屡

々
な
れ
ば
、

そ
れ

だ
け
大
で
あ

ろ
。

そ
れ
に

一
蕊
り

小
な

る
こ
と
が
あ
り
得

べ
く
、

ゼ

ロ
な

る
こ
と

笏

も
あ
り
得

る
。
」

此

ら

ワ

ル

ラ

ス
の
記

號

を

、
交

換

方

程
式

に
於

て
普

通

に
用

ひ
ら

れ

て
ゐ

る
記

號

に
代

へ
て
見

る
と

、

ρ
ミ

は

竃

に

等

し

く

乳
ミ

は

く

に
等

し

く

、

◎
ゲ
+
9

+
ρ
。
+
…

…
は

財
ρ

即

ち

O

に
等

し
く

、
奪

3

動
…

…

は
夫

々
の
商

品

の
流

通
速

度

で

あ

る

か

ら
、

商

品

の
李

均

流

通

遽
度

く
に
等

し

い
。

<
'。り
く
享

ぎ

〈
β
…

…
は

夫

々
商

品

(〉
)博
(頃
)℃
(O
y
(U
)…

:
・の
交

換
債

値

で
あ

る
。

故

に
此

ら

の
交

換
債

値

を

便

格

に
表

現

し
替

ふ
る

に
非

ざ

れ

ば
、

ワ

ル
ラ

ス
の
右

の
交

換
方

程

式

が

ブ
イ

シ
ヤ
ー

流

の
交

換

方

程

式

で
あ

る

か

否

か

は
判

定

し

得
な

い
。

ワ

ル

の

ラ

ス
に
於

て

は
、
債

格

は
交

換
債

値

の
比

.ド
窃

冨

×

2

冨

旨
署

。
昌
。。
畠
8

〈
巴
2
話

傷
㎡
島
彗

σq
・
""
で
あ

る
。

故

に

(切
)
商

品

を

以

て
表

は

せ
る

(と

商

品

の
債

格

は

≦

を

ぎ

を

以

て
除

す

る

こ

と

に
よ

つ
て
得

ら

れ

る

。

ワ

ル

ラ

ス
自

身

は
右

の
交

換

方

わ

程
式
を
商
品

(切
)
に
て
表
は
し
た
便
格
を
以
て
表
は
し
た
交
換
方
程
式
に
攣
化
し
て
ゐ
る
。
然
し
商
品
に
し
て
貨
幣
た
る

(》
)
商

品
を
以
て
債
格
を
表
は
す
の
が
便
利
で
あ
る
か
ら
、
右
の
交
換
方
程
式
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
交
換
債
値
を

律
)
商
品
を
以
て
表
は
せ

る
便
格
に
直
せ
ば
、
即
ち
全
式
を

≦

に
除
せ
ば
次
の
交
換
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

(
bρ
)

裳
、、◎
♂

11

瓢
タ

+
鳶
ρ
σ
写

十

N
ρ
も
。
十

鈎
ρ
q
旨

…

…

こ

玉
で

寧

噂9

冨
…
…
は
夫

々
商
品

(》
)
を
以

て
表

は
し
た
る
商
品
(頃
)層
(0
)鱒
(U
)…
…

の
債

格
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
通
常

の
商
品
と
し
て
用

ぴ
ら
れ

て
ゐ
る
貨
幣
金
属
量

◎
ダ

は
他

の
商
品
と
同
じ
く
商
品

で
あ

つ
て
、
財
ρ
叉
は

Ω

に
含
ま

る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
同
様

に
此
金
属
量

の
流
通
遽
度

弘
、
は

画

3

鋤
…
…
と
異

る
所
が
な

い
の
で
あ

つ
て
、
通
常

の
記

5)
6)

7)

Walras,El6ments,Ire6dition,P.179

Walras,El6me鵬zg26,P.49.

walras,E16ments,Ire6dition,p.180



號

法

に
於

け

る

商

品

の

平

均

流

通

速

度

く
に

含

ま

る

べ

き

も

の

で

あ

る

。

故

に

今

、
◎
ノ

ー1

】≦
噂
く
11

乳
3

0
H

ρ
・'。
十
ρ
び
+
◎
。
十

ρ
μ

…

…

"
く
11

乳
、矯
ゆ

『
一
勅
"…

…

"
℃
11

箪

唱
9

冨

…

…

と

置

き

換

ふ

れ

ば

、

右

の

交

換

方

程

式

2

は

、

】≦
<
"
男
・
O
<

と
な
る

の
で
あ
る
。

ワ
ル
ラ

ス
は
右

の
交

換
方
程
式

を
ま
た
幾
何
學
的

に
表
現

し
、

タ

H

即

+
索

司
(評
)

と
し

て
ゐ
る
。

此
式

で

出

は

マ
ー

ジ

エ
ツ
ト
が
云
ふ
が
如
く
茜

だ
不
明
瞭
な

の
で
あ
る
が
、
第

一
版

で
は

(団
)
を
以

て
便
格
を

表
は
し
、
次

の
如
く

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

守

奪

9

+
卵

ρ
唱.+
串

o
§

+
-
・-

こ
れ
は

と
に
角

、
こ

曳
に
現

は
れ

て
ゐ
る
交
換
方
程
式

の
幾
何
學
的
読

明
は

マ
ー

シ
ヤ
ル
の

寓

。
昌
⑦
ざ

ρ

。畠
搾

櫛
民

O
。
ヨ
日
。
同8

の

〉
署
6
民

貯

O

に
示
さ
れ

て
ゐ
る
幾
何
學
的
読
明
と
殆

ん
ど
同

一
で
あ
る
。

も
し

出

を

、
純
輝
経
濟
學
要
論

の
第

二
版

以
後

に
於
け
る
が
如
く
、

睾

。駐

器

9
ω幕

。

と
す
れ
ば
、

マ
ー

シ
ヤ
ル
の
幾
何

的
読

明
は

ワ
ル
ラ

ス
の
そ
れ
と
寸
毫

の
差
も
な

い
こ

助

と

玉
な

る
。

以
上
解
読

し

て
來
た
交
換
方
程
式

で
は
、
銀
行
貨
幣

の
如
き

が
含
ま
れ

て
ゐ
な

い
が
、

ワ
ル
ラ
ス
は
要
論
第

一
版

の
第
二
百
頁

以
下

で
、

島

。
巳
鑑

。
昌
{乙
巨
黙
器

と
し
て
、
方
程
式

の
左
邊

に

国

を
加

へ
、
此

団

を

以
て
帳
簿

上

の
ク

レ
ヂ
ツ
ト
、
爲
替
手

貨
幣
徽
量
凱
史
上
の
y
〃
ラ
ス

一
】

Marget,L伽walraSandthe

Economy,Ig31,P.579書

Cash・BalanceApproach,Joum。ofPo1.
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'

一

二

形

及
び
小
切

手
等
を
表
は
し
、
ま
た
其
ら

の
流
通
速
度

を
も
考
慮

の
申
に
置

い
た

の
で
あ

る
。
由

つ
て
、
純

粋
経
濟
學
要
論

の
第

一
版

に
現
は
れ

て
ゐ
た
交
換
方
程
式
は

ブ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
交
換
方
程
式

と
殆

ん
ど
共
軌
を

一
に
す
る
も

の
と
云

つ
て
差
支
な
か
ら

う
o

一一

純
粋
経
濟
學

要
論

の
第

一
版

に
於

て

フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
交
換
方
程
式

を
探

用
し

て
ゐ
た

ワ
ル
ラ
ス
は
、

一
八
八
六
年

に
公

に
さ

れ
た

目
漂
。
H8

曾

蜀

ヨ
8
欝

冨

か
ら
、
所
読

を
攣
す

る
と
共

に
、
要
論

の
第

二
版

の
序
文

で
は
先

に
第
四
版

か
ら
引
用
し

て

置

い
た
や
う

に
、
現
金
残
高
読

に
鱒
読
し
た
こ
と
を
明
確

に
述

べ
つ

義
、
所
読
を
攣
じ

て
ゐ
る
。
先

づ

月
ま
o
ユ
。
畠
。
寅

日
o
目

巴
。

に
読

か
れ

て
ゐ
る
藪
量
読
か
ら
検
し

て
見

よ
う
。

り

目
冨
鼠

。
曾

冨

ヨ
o
昌
器
げ

に
現
は
れ

て
ゐ
る
交

換
方
程
式
は
次

の
如
く

で
あ
る
。

 ◎
撃
H
◎
バ
十
ρ
、、9

11
◎
ザ
十
L
十
矯
写
+
言

。十
動
宮
十
…

…

こ

玉
で
、
9

は

商

品

に
し

て
貨

幣

た

る
商

品

3

)
の
総

計

、
ρ
、'
は
通

常

の
商

品

と

同
様

に
用

ひ
ら

れ

て
ゐ

る

此
商

品

の
量

、

3

奪

3

窃
鳩…

・:
は

夫

々
商

品

(》
)"
(国
).
(O
)り
(∪
):
…

・の
量

で
あ

つ
て

、
「
其

れ

の
等
債

額

だ
け

を

交

換
者

が
、

與

へ
ら

れ

た
時

に

於

て
、

現
金

に
て
保

持

し

て
ゐ

よ

う

と
す

る
量

で
あ

る
。
」

..ま
吻
ρ
爵

韓
寒

。。
N窃
鷺
鼠

く
8

蔚

(〉
)"
(ヒロ
)℃
(ρ

(U
):
・…
噂
匹
o
昌
二

8

1)Walras,Th壱oriedelamonnaie,p.41,ド ィ ッ鐸S.63.Cf.Walras,

delamomaie,extraitdelaRevuesdent温que,avril1886,p.13.

Th60rie



23

伽
o
炉
拶
ロ
ぴq
O
唱
器

O
昌
θ

ぴ
8

0
ぎ

ら
.講
く
O
寄

o
昌

O
鐵

ω
ω
ρ

似

ロ
旨

§

O
】B
O
昌
停

告
O
昌
昌
ひ

置

O
O
5
賃

O
a
〈
』

O
口
H

o
昌

日

O
昌
"
9

0
・、、

儀制甑

O

ミ

O
静

0
7

臥

ユ
σq
o
昌

り
臼
o
昌
㈹
o
昌

<
O
旨

$

)
噂

(
頃
)
矯

(
O

)》

(U

>

:

・
:
山
o
羅

昌

∩

δ
㈹
o
昌
≦

o
=

団
昌

O

⑦
匡

象

o

A
門
騨
`
qo
o
7
0
昌
山
O
旨

一
昌

o
ぎ

Ω
β

鴨

σq
o
げ
o
昌
o
昌

》

ロ
ゆq
o
昌
げ
鵠
σ
犀

鋤

脚
♂

囚
器
ω
窪

く
。
罎
彗

げ
窪

α
齢剛σq
窪

...
ρ
註

は

満

足

に

必

要

な

貨

幣

の
量

で

あ

る

。

由

つ

て

、

(
Q◎
)

◎
ミ
「
H

枇
十
筍
娼
σ
十

『
㌘

十

①
冨

:
・=
・

で

あ

る

。

↓
冨

9

写

牙

ド

ヨ

8

昌
銑
。

に

於

け

る

交

換

方

程

式

は

こ

れ

だ

け

で

充

分

に

明

ら

か

で

あ

少

、

蛇

足

を

加

へ
る

必

要

は

毛

頭

な

.い

の

で

あ

る

が

、

国
言
鮎
8

島
、伽
8

昌
o
目
8

づ
o
臣

ρ
器

巷

嘗

ρ
ロ
伽
o

に

採

録

さ

れ

た

臼
冨

o
H
剛o
岱
o

冨

B
o
昌
藍

一〇

で

は

、

…

…

切
o
写
再

叉
鳩

馬
矯

き

財
・
:
・
:
一
8

ρ
ロ
僧
ロ
氏

件
窃

器

ω
弓
0
9

ぞ

o
切

偶
o

(駄
ご

噂
(
頃
)
℃
(
○
)
℃

(U

)
・
:

・
:
ρ
`
O

一
〇
〇

6
0
昌
㎝
O
目
二B

9
言

ロ
お

o
け

℃
困
O
鮎
昌
9

0
ロ
H
ω

〈
O
賃
傷
H
勘

O
昌
段

"
O
ず
9

0
♪

帥

醒
昌

日

9
β

O
昌
再

昏
O
昌
昌
ひ

ロ
〇
二
N

O
昌
言

0
需

昌
一
『

一
〇
口
H

O
潤
且

什
巴

訣
×
O

O
貯

O
ず
O
⊆
冨

昌
け

脚

6
0

再
曽
目
×
●

一じ
m

ρ
ロ
9
昂
ユ

畠

貸
O

日

O
ロ
昌
翫

O

国

鉾
H

乳
十

馬
娼
ず
十

『
娼
。
十

軸
"
臼
十

:

:

:

0

ω
o
冨
津

一、
9
8
寓

。
濠
。・ま

ρ
、、

と

な

つ
て
ゐ

て
、

O
ミ
'。
即

ち

=
9

が

現
實

に
費

買

交

換

に
役
割

を
演

じ
た

貨
幣

に
非
ナ

し

て
、

ま

さ

に
用

ひ

ら
れ

ん
と

す

る

貨
幣

で

あ

り

、
貨

幣

の
量

で
あ

る

こ

と

は
極

め

て
明

瞭

で
あ

る
。

從

つ

て
ケ
ー

ン
ズ

の
交

換
方

程
式

5
-1

嘗

に
於

け

る

昌

は

ワ

ル

ラ

ス
の

ρ
、、9

に
等

し

い
も

の
と
見

て
よ

い
。

ま

た

ワ

ル
ラ

ス
の

き

論

き

伽
…

…

は

ケ
ー

ン
ズ

の

6
0
旨
。。島
ヨ
旨

§

縄
三
窃

即

ち

瞠

に
等

し

い
。

ケ
ー

ン
ズ

の

}

目
養
9

0
昌

]≦
§

。欝
曼

国
。ho
同目

が
手

元

に
無

い

の
で
、

一
二

の

ケ
ー

ン
ズ
解

読
書

か

ら

8
昌
旨
日
鼠

8

彗

寄

の
定

義

を

拾

つ

て
見

る
。

..ρ
§

再

脚
犀

臼

♂
.
噛8

ω
o
暮

甘
。。
毒

寒

。・
畠
。

貨
幣

戴
量
説
史

上
の

y

ル
ラ

ス

'

一
三

,

2)

3)
4)
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,

一
四

8

蕊

§

目
巴

。
昌

ω
島
8

暑

甑
6
り
侮
、
①
9

9。
島

器

。
。。
冨

二

.
鎚

σq
窪

梓
ρ
口
巴

8

冨

三

。
島

6
冨

9

;

。
評

9

琶

。・
。・
p

窪

自
ε
0
侍
"
§

。・
冨

蜜

ρ
舞

。
。
8
昌
二

§

ぴ
9
ぎ

。
8

。
:

聾

。
9

8

ぴ
§
§

§

冨

切
昌
§

討

β

§

冨
ω
窪

暮

謬
§

剛。
u
鼠

g・
ぎ

話

区

§

・
。・
膏

症

』

・霞

。・

匡

彗

§

窪

・
三

警

乙

①

8

§

日
日
鑑

8

烏

ロ
。
量

。
マ

ユ
.碁

・
こ

=

、譜

。
暮

虐

、

凶7

。
彗

8

恥

8

霧

。

2

。
昌

ず
き

虐

。
㌔
"
.、囚

g

囚
、
奮

§

諜

。。

山
・

宕

砦

。
冒

傷
、
碧

冨

=

三

民
=

8

日

鉱
昌
。・
含

噂
昌

年

ω
。
器

臨
。
言

。

山
.
碧

σq
窪

け

(8

当

)
。
口

山
・

8

巳
冨

。。

窪

冨

后

琴

。・

§

冒
8
梓
凶く
・
日

窪

再
℃
9

8

§

。・
弓
8

審

韓

呼

毒

8

§

冒

き

日

ぴ
窪

昌
.
旨

幕

。・

牙

8

昌
8

B

日

-

の

鑑

o
昌
..、
之

ら
を

先

に
も

引

用

し

た

表

現

、

..メ

勲

び

鋤
…

…
ω
o
冨
a

冨
吻
ρ
§

昌
藻

雰

同・ぞ
。a

〈
8

自
。

(》
)噂
(冨
)り
(ρ
)
(U
):
:
・・

自
8

二

8

{。冨

昌
σq
窪

δ

。
彗

げ
8
。
ぎ

傷
、
磐

。
マ

8

s
幽。。ωρ

脚

旨

目
。
昌
。
再

山
8

隠

"
一隅

8

三
H守
養

♂
目

窪

ヨ
8

塁

ず
・.、
と
比

較

封

照

す
れ

ば
、

ワ

ル

ラ

ス
の

5

騨

き

動
…
…

と

ケ
ー

ン
ズ

の

犀

と

の
聞

に
驚

く

べ
き

一
致

の
あ

る

こ
と

が
看

取

出

來

る
。「
ま

た

ワ

ル

ラ

ス
に
於

け

る

"
亨

噂
。"
宮
℃:
:
:
等

に
代

へ
て
平

均
債

格

℃

を

以

て
す
れ

ば

、
方

程
式

(
Q。
)

は
書

き

換

へ
て
ケ

ー

ン
ズ

の
方

程

式

昌
11
嘗

と

な

す

こ

と
が

出
來

る
。

此

↓
冨
。
N
一・
号

ド

ヨ
。
口
審

津

に
於
け

る
交

換

方

程
式

は
純

輝

経

濟

學

要
論

の
第

二

版

に
採

り

入

れ

ら
れ

て
、

此

要

論

の
第

一

版

の
貨

幣

数

量
読

と

第

二

版

の
そ
れ

と

は
著

し

い
攣

化

を

見

せ

て
ゐ

る
。

而

し

て

目
冨
。
昏

曾

冒

日
8

塁

冨

に
あ

り

て

は
、

窪

。
静

器

目
。
幕
審
冨

讐
窪

。9
凶ωω
。
幕
。8
。・鉢

。

等

の
文

字

が
用

ひ
ら

れ

て

ゐ
た

が
、

要
論

の
第

二
版

で
は

、

窪
。
駐

ω
。
念
ω瓢

。

な

る
文

字

が
用

ひ

ら
れ

て
ゐ

る

。
国
誓
ら
窃

島
.
曾
o
昌
o
ヨ
冨

ロ
o
年
5
器

巷

弓
一5
幕
o

に
探

録

さ

れ

た

目
監
o
H冨

計

冨

目
o
ヨ

銑
o

で

は
、

わ

8

9

。・
。。
o

ヨ
o
昌
評
静

ρ

o
昌
。
騨
謬

o
黛

ψ
濠

。

等

の

表

現

が

併

用

さ

れ

て

ゐ

る

。

ま

た

此

版

の

目
ま

o
N
ず

曾

ド

ヨ
o
ロ
昌
9
剛。
.
で

は

、

5)
6)
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炉

の
概

念

に
混
齪

が

あ

り

、
頃
9
即

ち

ケ
ー

ン
ズ

の
交

換
方

程
式

に
於

け

る

昌

に
等

し

い
も

の
が
、

8

。静

。。⑦
畠
伽。。ま

。

と
名

付

け

ら
れ

て
ゐ

る

。
所

が
要
論

の
第

二
版

以
後

で
は

出

は

乳
+
鳶
+
『
+
O
+
…

…
を

意

味

し

て

ゐ

る
。

そ

し

て

こ
れ

が

窪

鼠

。。
ω。

無
切寒

。

と
呼

ば

れ

て
ゐ

る

。

要
論

第

四

版

の
三

百

二

十
頁

の

◎
ミ
.
炉

"
出

に
於

け

る

缶

は

ま

さ

に
そ
れ

で

あ
り

、

此

こ
と

は

其

註

の
よ
く

示

す

所

で
あ

る
。

.、U
彗

。。

賃
昌

げ
暮

号

甑
B
旦
田
o
跨
一8

¢
宕
σq量
旨

5
ぎ

℃
甘

目
勘
昌
俵

霧

置

冒

昌
9
鼠

o
昌

国

6B
鳳
o
幕
o

審

昌
ω
冨

傷
窪

×

窪
一ユ
o
霧

箕
曾
亀
o
葺
β

自

崔
。ロ

象

三
3
含

蹄
o
『

昌
o
雷
け一8

国
も

o
目
三
〇
捻
o

ロ
ム
8
呂
。・
(bD
お

)矯

の

b
o
自

象
訟
αq
蕊

H
一、
o
昌
$
凶¢ω
o
象
ωマ
伽o
o
×
弓
ユ
ヨ
伽o
.
o
昌

昌
仁
B
卑
翫
器

(】W)・、、

b

と

こ

ろ

で
、

総

て

の
商

品

の
債

格

を

、

商

品

に
し

て
貨

幣

で
あ

る
商

品

(〉
)
を

以

て
表

は
す

と

し
た

ら

、
要

論

の
第

二
版

以
後

の
交

換
方

程
式

は

、
先

に
掲

げ

た

(。。
)
式

と

同

一
と

な
る

の
で
あ

る
。

然

る

に

ワ

ル

ラ

ス
は

、

総

て

の
債

格
を

商

品

に
し

て
貨

幣

た

る
商

品

(〉
)

を

以

て
表

さ
す

し

て
、

商

品

(剴
)
を

以

て
表

は

し

、

從

つ
て
交

換
方

程
式

は

ρ
員
嵜
11
国

叉

は

◎
ミ
'
冨
H
口

と

せ

ら
れ

て

ゐ

る
。

㌘

叉

は

炉

は

(剴
)
商

品

を

以

て
表

は

さ
れ

た

貨
幣

(〉
)
の
債

格

で
あ

り

、
貨

幣

の
購

買

力

で
あ

り

、

十

で
あ
る
。
由
つ
て
、
方
程
式

ξ

・出

叉
は

タ

窄

霞

書
き
甕

陵

。
・些

又
は

タ

豊

と
な
る
。

O
。
叉
は

ρ
β

は
貨
幣

と
し
て
用

ひ
ら
る

主
商

品

の
量

で
あ

る
か

ら
、
結

局

ρ
。H
眉
口
叉
は

9

ミ
H
噂
=

は
ケ
ー

ン
ズ
の
交

換
方

程
式

昌
11
冨

と
相

等
し
く

な
る

の
で
あ

る
。

進

ん
で

§
o
昌
壼
剛。
{乙
琴
試
器

を

見
る
と
、
要
論

の
第

一
版

に
於

て
も
、
こ
れ
は

団

な
る
項
目

の
下
に
交

換
方
程
式

に
探

り

入

れ
ら
れ

て
ゐ
た
。
第

一
版

の
交
換
方
程
式

は

フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
そ
れ

で
あ

つ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
司

は

フ
イ

シ
ヤ
ー

の
方

程
式

貨
幣
歎
量
跣
史
上
の
y
ル
ラ
ス

一
五

8)Walras,E16ments,=926,P.320 ellnote.



一
六

に

於

け

る

】≦
、
く

に
相
當

し

て
ゐ

た

わ
け

で

あ

る
。

要

論

の
第

二

版

に
於

て
も

、

ワ

ル

ラ

ス
は

、
方

程
式

◎
♂

炉

H
=

の
左

遽

に

司

を

導

入

し

て
、
ヨ
。
昌
§

♂

臨乙
口
6
或
お

の
影

響

を

も

考
察

し

て
ゐ

る

。

目
ま

9

。
傷
。
冨

巳
8

§

冨

で

は
、

方

程
式

申

に

男

を

導

入

し

て
、

此

影

響
を

考

察

し

て
ゐ

る

。

即

ち

◎
p十
男
11
ρ
、9
十
L
十
馬
写

十
署

。
十
曾

島
十

…

…

の

な

る
方

程
式

が
立

て
ら
れ

て

ゐ

る

。
ρ
、、卸
"
ρ

1
◎
バ

で
あ

り

、

氏
+
鳶
+
『
+
勉
…

…

H
口
で
あ

り

、

財
眉
を

ロ

と

す

れ

ば

、
右

の

式

は

◎
益
+
団
H
弓
国
と
な

ら
う

。

所

で
此

℃

は
紛

は

し

い
が
故

に
、
国

を

以

て
之

に
代

ふ
れ

ば

、

而

し

て

評

H
L

「

で
あ

る

か

唱

ら

、
(ρ
、、9
+
国
)
炉

11
出
と
な

る
。

こ
れ
は
要
論

の
第

二
版
以
後

の
交

換
方
程
式

と
全
く
同

一
で
あ

る
。
要
論

の
第

二
版

以
後

の

(ρ
爵
+
司
)
評

1ー
口

は
、
ρ

ミ
炉

H
国

に
直
ち

に

局

を
導
き
入
れ

て
立
て
た
方
程
式

で
あ
る
が
、
円
冨
9
冷

傷
。
冨

B
8

§
冨

に
於
け
る

ρ
9
+
団
"
ρ
、騨
+
乳
+
鳶
写
十
言
。十
勉
宮
十
…
…

と
少
し
も
異

る
所

が
な

い
〇

一
見
す
れ
ば
、
要
論

の
第

一
版

の
交

換
方
程
式

に
書
き
加

へ
ら
れ
た

国
は
、
第

二
版

に
於
け
る

国
と
何
ら

の
差
異
な
き
が
如
く

で
あ

る
が
、
事
實

に
於

て
は
著
し

い
相
異

が
あ
る
。
第

一
版

の
国
は
銀
行
貨
幣

に
よ

つ
て
實
際

に
行

は
れ
た
取

引
額
を

示
し
、
第

二
版

の
そ
れ

は
銀
行
貨
幣

の
額
を

示
し

て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
第

一
版

の
周
は

フ
イ

シ
ヤ
ー
流

の
交
換
方
程
式

に
於
け
る

冨
、
×

《

に
等
し

い
の
で
あ
る
が
、
第

二
版

の
そ
れ

は

フ
イ

シ
ヤ
i
流

の
方
程
式

の

岩
、
に
等
し

い
。
從

つ
て
ケ
ー

ン
ズ

に
於
け
る

と

9)Walras,Th60riedelamo1maie,P・45.ド イ ツ 謬P.66.Extralt,P.叫.



同

様

に
、

ワ

ル

ラ

ス
に
於

て
も

貨
幣

の
流

通

速
度

と

。
羅
鼠

。。切。
象
ω一急
。

と

の
關

係

が
明

確

に
把

握

せ
ら

れ

て

ゐ
た

こ

と

が
、

こ

玉

で
も

明

白

に
な

つ

て
ゐ

る
。

け

れ

ど

も

、
交

換

方
程

式

中

に
銀

行

貨

幣

を

採
り

入

る

曳
仕
方

に

つ

い
て
は

、

ワ

ル

ラ

ス
と

ケ
ー

ン
ズ

と

の
聞

に
多

少

の
差
異

が

あ

る

。

即

ち

ワ

ル

ラ

ス
は

昌
+
旨
、ーー
箒

と

云

ふ
形

で
銀

行

貨
幣

昌
、
を
導

き

入
れ

て

ゐ

る

に

反
し

、

ケ
ー

ン
ズ
は

衆

知

の
如

く

昌
H
弓
("
+
h
5

を

以

て
、
そ

れ

を
導

き

入
れ

て

ゐ
る

。
然

し

国
言
畠
8

傷
.
伽8

昌
。
ヨ
冨

ロ
。臣

ρ
帽
。
昌
葛

ρ
ロ
窪

に
採

録

さ
れ

た
目
冨
。
蔚

岱
。

冨

ヨ
。
彗

9。
貯

で

は

、

ワ
ル

ラ

ス

の
交

換

方

程
式

は

ケ

ー

ン
ズ

の
そ

れ

に
可

成

り
近

づ

い
て
來

て
ゐ

る

。

こ
れ

は

昌
+
旨

H
罫

と

云

ふ
形

を

と

つ
て

ゐ
る

。

ワ

ル

ラ

ス
は

銀
行

貨

幣

の
量

国

を

臨ρ

と

し

(
ρ
は

金
属

貨

幣

の
量

)
ρ

(目
+
{)
冒
1ー
口

と

し

て

ゐ

煽
・
之
を
ケ
↓

ズ
の
記
號
で
表
は
臨

暮

+
N)ト

昆

即
ち

筈

」

=

な
る
・

眉

四

以
上
が
、

ワ
ル
ラ
ス
の
貨
幣
数
量
論

の
構
造

と
其
嚢

展

の
眞
相

で
あ
る
。
純
輝

経
濟
學
要
論

の
第

一
版

の
交

換
方
程
式
か

ら
何

故

に

目
冨
。
旨

密

一9
目
8
§
凶・
及
び
要
論
第
二
版

の
交

換
方
程
式

に
攣
化

せ
ら
れ
た
か
。

そ
れ
を
読
明
す

べ
き
外
面
的
手

が

ム

リ
は

国
.
0
6
旨
霧
。
ぼ
"
寓

伽$
巳
日

o
牙

一.
伽鼻
§
σQ
。
や

ピ
o
爵
いω。
ロ
」

ピ
9
ρ
二
8
ま

昌
偶
二

.
自

に
求
め
得

ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
ま

た
内

面
的

に
は
限
界
利
用
理
論

の
貨

幣
便
値
論

へ
の
徹
底

に
其
読
明

が
求

め
ら
れ

る
か
も
知
れ
な

い
。
だ

が
此
論
明
は
、

資

料
の
訣

乏
と
研
究

の
不
充
分

と

の
た
め

に
、
他

の
機

會
ま

で
延
期
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

貨
幣
数
量
翫
史
上
の
フ
ル
ラ
ス

一
七

Io)Walras,Th60riedela
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圏
八

云

ふ
ま

で
も

な

く

、

貨
幣

数

量

読

に
於

け

る

現

金
淺

高

読

は

総

て

の
人

に
よ

つ
て
承

認

せ
ら

る

玉
學

詮

で
は

な

い
。
然

し

ワ

ル

ラ

ス

の
如

く

、
経

濟

學

史

上

に
偉

大

な

る

足

跡
を

淺

し
た

人

の
貨
幣

理
論

は
、

貨
幣

問

題

を
取

扱

ふ
學

者

に
よ

つ
て
當

然

に
研
究

せ
ら
れ

ね

ば

な

ら

ぬ
も

の

で
あ

ら
う

し
、

且

つ

正
し

く

理
解

せ

ら
れ

ね

ば

な

ら

ぬ
も

の
で
あ

ら

う

と
思

ふ
。
其

理
論

を

承

認

す

る

か
否

か
は
別

問

題

と
し

て
、
兎

に
角

も

研
究

せ
ら

れ

る

以

上

は
、

そ

れ
は

正
確

に
理
解

せ
ら
れ

な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。
然

る

に
今

順

次

に
詮

明

せ
ら

る

玉
が

や

う

に
、

ワ

ル

ラ

ス
の
貨
幣

理
論

は
、

貨

幣

問

題

の
研
究

者

に
よ

つ
て
看

過

さ
れ

て
ゐ

た

し

、
ま

た

ワ

ル

ラ

ス

の
貨

幣

理
論

を

研
究

し

た
學

者

も

、

そ
れ

を

著

し
く

歪
曲

し

て

ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、
其

理
論

の
眞

の
重
要

さ
を

少

し

も

理

解

し

て
ゐ
な

い
や
う

で
あ

る
。

例

へ
ば

貨
幣

理
論

の

一
般

的

獲
展

叉

は
貨

幣

敬

量

読

の

一
般

的

稜

展

を

研
究

し

た
學

者

が
如
何

に
ワ

ル
ラ

ス
を

理
解

し

た

か
を

見

て

み
る

。
先

づ

出
。
融
ヨ
塁

ロ

を

と

つ

て
見

よ

う

。
氏

は

囚
同ぼ
。。島
。
∪
。
σq
ヨ
窪

鴨
8
寓
9
8

自
寓

O
匹
飢
毒
。
舞

冨
自
冨
昌

に

ワ

ル

ラ

ス
に

つ

い
て
次

の
や
う

に

云

つ

て
ゐ

る
。

..Z
碧
『

≦
M巴
轟
ω
彗

9
鴎
一げ
αQ
什
ユ
器

0
6
匡

畠
o蕊
匹
ぴ
窪

ミ

窪
茜
①
。・9
N
。
斜

自
窪
窪

邑

0

9
昌
昏
o
ヨ

O
俸
o
同
`
三
〇臣
①σq
o昌
鱒
qり
鉱
昌
ミ

6
昌

≦
隅
島
。・
酔
日
搾
。。
oげ
窪

Z
穿
N
守

ゲ
冨

津

…
2

昌
一ヨ
巳
僧
筈

日
津
。・o
冒
窪

]≦
窪
σq
o
・
ミ

巴
旨
。・

需
岸

島
o
O
o
=
ヨ
8
鵯

oぎ

ぎ

o
写
o
。・
o
汀
ゴ
ρ

岳
⑦
砦

陣

巳
凶o昌
"
ロ
巳

幽昌
6
ぽ
o
。・
o
ド
ゲ
ρ

島
o
ω寄
ず
言

山
窪

囚
勢
器
窪

℃
ユ
く
彗
舞

器
ヨ

げ
⑦
鵠
巳

o博匿
国
窃
8
Ho
。・件匹
一舟
岳
o
ρ
§

9
莚

陣L
魯
§
o
噌o
山
§

】W
巴
碧
h
魯

同.
国
。。
。。需
幽臓
窪

象
①
男
器
冨
ρ

零
窪

昌
岳
o
竃

窪
『q
o
ら
o
。・
O
o=
窃

N
ロ
昌
ぎ

B
陣
&
臼

≦
窪
昌

象
o
囚
牌
ω
ω窪
び
⑦
簿
晋
傷
o
菩
昌
9

日
窪

鴇
ロ
昌
傷

錫
ヨ
㈹
爵
昏
昌
.
司
器
罠
9

箇
匿
o
写

百
暮
角

自
窪

<
o
H
碧

りω9
目

昌
僧q
"

8
9
0
濠

冨
臥
冨

。。・

冒

娼
旨
臥

零
蹄
畠
ω幽鼻

島
o

℃
器
密

韓
饗
凶o犀
oぼ
昌
憐

魯

門9

島
o

囚
器
島
ユ
昌
。。昏
帽
日
o
暮
0
9。
嵩
窪

〉
誹

毛
窃
n昌
臣
島



わ

"
巳

霞
9

ざ

蕊
窪
轟
け署
窺
鱒
σQ
$
雷
冨

昌
・.、
此

叙

述

は

ワ

ル

ラ

ス

の
貨

幣

理
論

を
徹

底

的

に
誤

解

し

て
な

さ
れ

た
も

の

で
あ

る
。

ボ

ツ

フ

マ
ン
の
云

ふ
所

と

は

異

り

、

ワ

ル

ラ

ス
は

貨
幣

量

を

、
流

通

す

る
所

の
も

の
と
、

個

人

の

困
器
。。
窪

に
存
在

す

る

も

の
と

に
匠

別

し

て
は

ゐ
な

い
。

個

人

の
手

に
存

在

す

る
も

の

と
流

通

す

る

も

の
と

に
匠

別

せ
ら

る

、
の
は

、
貨

幣

及

び
通

常

の
商

品

と
し

て

用

ひ
ら

れ

て
ゐ

る

金

属

で
あ

る
。

ワ

ル
ラ

ス
は

現

金
淺

高
論

を

と

る

の

で
あ

る

か
ら

、

流

通

す

る
貨

幣

と
流

通

せ
ざ

る
貨

幣

と

の

匿

別

を

な

す

理
由

も

な

い
わ

け

で

あ

る
。

兎

に
角

、

ホ

ツ

フ

マ
ン
の

ワ

ル

ラ

ス
解

繹

は
著

し

い
誤

解

の
上

に
立

つ
て

ゐ

る
。

も

と
よ

り
、

ホ

ツ

フ

マ

ン
の
や

う

な

重
大

な

誤

解

を

な

し

て

ゐ

る
者

は

少

い
。

だ

が
多

く

の
學

者

は

ワ

ル

ラ

ス
を
軍

に
機

械

観

的

貨

幣

数

量
設

論

者

と
し

て
片
付

け

て
ゐ

る

の

で
あ

る

。

例

へ
ば

男
巴
旨

は

国
"
巳

ミ
α
誉

昌
琴
ず

傷
窪

oゆ
冨
勢
8
註

・ω
窪

。。。冨

h言
昌

の
第

四
版

の

「
蝕

量

読

」

の
項

の
下

に
、

ワ

ル

ラ

ス
の
激

量

読

を

次

の
如

く

、

メ

カ

ニ
カ

ル
な

藪

量
読

の

一
と

し

て

ゐ
る

。

、、U
掃

B
8
げ
§
ぎ

冨

ρ
轟

昌
捧
痒
ω昏
8
H
尉

山
8

昌
Q。

臼
9。
耳

巨

ミ
マ
山

冒
7
巴
臣
昏

冨
『6
搾
ω
<
o
昌

臼
o
ず
昌

◎自
2
碧
け
]≦
一一一
`
巳

&

昏
臼

、o
蕗

耳
り
N
.
切
●
げ
鉱

ミ
建
ヤ
亀
u

困
o
ヨ
B
o
誘
踊り
岸
謡
コ
σq

国
静

窪

置

6
ぎ
窪

O
『
幽3
賃
昌
σq
〈
o
昌

象
o
ωo
『
国
9
ヨ

N
肖
ヨ

〉
縄
a
謹
爵

σq
o
げ
話
o犀

"

O
・
ρ

十
頃
.
O
博
11
≦
「.
想

零
o
げ
o
一
〇

匡
o
国
舞
鴨
匡
日
窪
σq
ρ

頃

象
o
竃

o
昌
σq
o
畠
臼

扇
碧

訂

昌

旨
昌
鵯
目
凶#
o
㌍

ρ

彗

ら

ρ

象
o
N
幽井

三
9。
け凶o
旨
ω
σq
舅

げ
妻
ぎ
窪
αq
ぎ
搾

"
o
H
自
。。再s

ぴ
N
蚕

自
賃

姻
宅
臥
仲窪

O
「02
ω8

毛

臼
o

蜜

o品

o
牙

目
目
日
㈹
og・6言
言
昌

ぐ
く
舞
魯

二
旨
白

男

曾

昌

U
自
9
ψ3
三
偉
ω箕
9
ω

畠
臼

≦

碧
窪

げ
&

o葺
o
計

邑

o

碧

幽
o
ぎ
o
℃
箋
謄

罰§
已
巽

σq
o
署
似
巨
言

距

ユ
&

㊥
ぴ
o
N
o
σQ
窪

・、、

貨
幣
数
量
蹴
史
上
の

y
ル
ラ
ス

一
九

1)PP.201-2●



二
〇

ま
た
或
學
者
は

ワ
ル
ラ
ス
の
貨
幣

理
論

に
少
し
も
注
意
を
佛

ふ
こ
と
な
く
、

た

讐
幣
制
改
革
論
即
ち
複
本
位
論

だ
け
を
重
要
覗

し

て
ゐ
る
。

↓
冨
鼠

。
号

冨

ヨ
。
弓

昏

の
猫
逸
課
者

囚
ω話
。
ぎ
脳

と

閑
9。
魯

N

の
如
き

は
、
濁
課

の
序
文
十

三
頁
以
下
に
於

て
、

ワ

ル

ラ

ス
の
貨

幣

論

上

の
意

義

を

複

本

位
論

に

だ
け

し

か
求

め

て
ゐ
な

い
。

ワ

ル

ラ

ス
を

比
較

的

に
よ
く

注

意

し

て
研

究

し
た

學
者

も
、

ワ

ル

ラ

ス
が
努

力

し

つ

玉
求

め

て

ゐ
た
樹

象

を

全
然

見

逃

し

て

ゐ

る

の

で
あ

る
。

例

へ
ば

此

ら

學
者

は

、
純

輝

経
濟

學

要

論

の
第

一
版

の
激

量

読

と

↓
竃

。
膏

臼

ド

ヨ
。
ヨ

9
凶・

に
現

は
れ

た
数

量

読

叉

は
要

論

の
第

二
版

以
後

の
数

量

論

と

の
差

異

を

全
然

認
識

し

て
ゐ

な

い

の

で
あ

る
。

た

罫
ワ

ル

ラ

ス
の
数

量
読

は

フ
イ

シ
ヤ

ー

の
数

量

読

の
先

騙

を

な

す

も

の

で
あ

る

と

し
か

せ
ら

れ

て
ゐ
な

い
。

而

し

て
此
事

實

の
誰

明

の
た

め

に
引

用

せ
ら

る

玉

ワ
ル

ラ

ス
の
交

換

方

程
式

は

出
9
旺
窺
十
筍
写
十
署

。十
動
宮
…
…

で
あ

る
。

例

へ
ば

弱
臼
ヨ
。
乱
。

は
、

..≦
、冒

。
}
聾

・
昌

集
・
9

9
。ず
き

σQ
(国
言
侮
窃

免

脅
8

。
鼠

。
娼
巳
窪
ρ
き

巷
葛

ρ
鼠

ρ

Ψ

⑩
獣)
・・

昌
ρ
費
"
ρ
零
十
国
陣
口
◎
9
十
乳
十
動
厚

+
な

。
十
9

臼
十
…

…

∪
器

置

o
ぴ
窪

象
o
く
⑦器
ぎ
幽90
寓
o

司
自
B

山
窪

く
6
時
o
穿

超
一9
魯

口
農

写

凶汀

窪

霞
。・喝
a
昌
凪
言
ぽ

昌

O
。
ω雷
浮

O
H
財
9

鳩
畠
断o

〈
o
昌

類

亀
§
。・
。・9

0
昌

日
Q。
録

9。
`
昔
窃
需
年

妻
目
島
ρ

巴
8

巳
oゲ
任
昌
昌

貯
昌
σq
o
〈
臼

H
・
コ
ωぽ

H、
。。o
昌
"
o
話

碧

島

く
o
H

ス
o
毒
8

日
ぴ

恥

(H
。。
。。α
)》
曾

ヨ

一・
国
昏
q

象
⑦

中

一。
昏
滞

豊

8
岸

。一げ
再.、.

と

云

つ
て

ゐ
る

。

と

こ
ろ

が
、

引

用

さ
れ

た

此
交

換
方

程

式

は

ケ
ー

ン

ズ

の
方

程
式

昌
11
冨

の
内

容

を

も

つ

て
ゐ

る
。

切
霞
ヨ
。
く
8

の
如

く
、

此

式

を

ブ
イ

シ
ヤ
ー

の

O
"
』
言

と

同

一
覗

し

、
進

ん

2)Bi】imovic,1くrit塾cheundpositiveBemαkungenzur

schriftf血Nationa1δkollomie,B.II,S.368.
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で
は
ワ

ル
ラ
ス
が
貨
幣

の
流
通
遽
度

を
交

換
方
程
式

に
表

は
し

て
ゐ
な

い
の
を
不
思
議

と
思

つ
て
ゐ

る
の
で
あ

る
。

だ
が
ワ
ル
ラ

ス
は
貨
幣

の
存
在
量
が

財
9

に
等
し

い
と
云
ふ
や
う
な
交

換
方
程
式
は
決
し

て
立

て
は
し
な

か

つ
た
。
第

一
版

の
交

換
方
程
式

で
は

』
ミ
ρ
♂
"
財
9

と
な

つ
て
ゐ

て
、
製
ミ

は
貨
幣

の
流
通
速
度

で
あ
り
、
◎
爵

は
貨
幣
量

で
あ

つ
た
。
現
金
残
高
読

で
は
貨

幣

の
流

通
遽
度
は
直
接

に
は
表
面

に
現
は
れ

て
來
な

い
の
で
あ

つ
て
、
攣
読
後

の
ワ
ル
ラ

ス
の
交
換
方
程
式

に
貨
幣

の
流
通
速
度

の
現
は
れ

て
ゐ
な
か

つ
た

の
は
、
此
方
程
式

が
現
金
淺
高
読

の
そ
れ

で
あ

つ
た
か
ら

で
あ
る
。

ワ

ル

ラ

ス

の
貨
幣
理
論

の

一
般
叉
は
貨
幣
数
量
読

一
般
を
取
扱

つ
た
學
者

の
み
な
ら
・ず
、

ワ

ル

ラ

ス

の
貨
幣

理
論

中
特

に

窪
。
駐
。・・
象
の沫

6
に
興
味
を
も
ち

得
た

る

べ
き
特
種
問
題

を
取
扱

つ
た
學
者

が
ま
た

ワ
ル
ラ

ス
の
理
論

を
全
く
誤
解
し

て
ゐ
る
。

例

へ
ば

国
・
囚
巴

窪
冨
お
巽

の

O
。
匡
賃
旨
ド
珪

口
巳

目
ゴ
8
碧
H写
Nロ
農
噂
μ
鵠
ρ

は
貨
幣

の
流
通
速
度

に
關
す

る
重
要
な
る
文
献

で
あ
る
が
、

ワ
ル
ラ
ス
の
名
さ

へ
も
學
げ

て
ゐ
な

い
。

ま
た

H
o
器
替

蜀
・
周
巴
窪

の

∪
げ

d
巨

碧
諭
鴨
。・9
鼠

口
臼
σq
寄
犀

鮎
・
。・

O
。
一曾
9

H
旨
。。
.

は
貨
幣

の
流

通
速
度
を

研
究

し
た
も

の
と
し

て
は
可
成
り
多
く
學
界

の
注
意
を
引

い
た
著
述

で
あ
る

が
、

ワ
ル

ラ

ス
の
貨
幣

理
論

に
つ
い
て
は
次

の
如
き

記
述
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
。

..U
器

凄
噌
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こ
れ

は

ワ

ル

ラ

ス
に
封

す

る
驚

く

べ
き

無

理

解

を

示

し

た
も

の

と
云

は

ね

ば
な

ら

ぬ
。

周
亀

ω"

は
、

ワ

ル
ラ

ス
が

二
種

類

の
交

換
方

程

式

を

立

て

」
ゐ

た

こ

と
、

而

し

て
純

粋

経

濟

學

要

論

の
第

一
版

の
交

換

方

程

式

で

は
貨

幣

の
流

通

速

度

が
其
流

涌
係

撒

な

る
名

の
下

に
存
在

し

た

こ

と
、
其

後

の
要
論

と

貨
勧
…簸
量
翫
史

上
の

y
〃
ラ
ス

ニ

一

、
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と

で
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貨
幣

の
流
通
係
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な
る
概
念
を
捨

て

玉
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れ

に

窪

8
奮
。
象
。・慧

。
を
置
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換

へ
て
ゐ
た
こ

と

に
、
全
く
氣
付
か
な
か

つ
た
。
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く
、
団
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2
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劒
橋
學
派
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換
方
程
式
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意
味
を
全
然

理
解

し

て
ゐ
な

か

つ
た
結
果
、

ワ

ル
ラ
ス
の
交

換
方
程
式

の
意
味
を
も

理
解

し
得
な

か

つ
た

の
で
あ
ら
う
。
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国

o
ぎ
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至

つ
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淺
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読

が

學
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覗

蝋

を

集

め

た

後

に
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貨

幣
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速
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學
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史
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。
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云
つ
て
ゐ
て
、
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し
か
に

窪
$
凶器
σ
象
。・譲

。
の
意
義
を

正

確

に
把
握
し
て
ゐ
る
。
然
し

窪
雷
奮
。
侮
霞

ま
。

が
ワ
ル
ラ

ス
の
導

き
入
れ
た
概
念

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
や
う

で
あ
る
。
恐

ら
く
、
氏
は
そ
れ
を

リ

ス
ト
が
導

き
入
れ
た
概
念

と
で
も
考

へ
て
ゐ
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

特

種
論

と
し
て
貨
幣

理
論

叉
は
貨
幣
激
量
読

又
は
貨
幣

の
流
通
速
度

を
取
扱

つ
た
學
者

が
、
如
何
に

ワ
ル
ラ

ス
に
封

し

て
無

理

解

で
あ

つ
た
か

は
、
右

に
畢

げ
た
例

で
ほ

讐
想

像
出

來
る
で
あ
ら
う
。
進
ん
で
、

一
般
便
値
論

と
貨
幣
債
値
論

と
の
接
燭

瓢
と
云

ふ
槻

顯
か
ら

ワ
ル
ラ

ス
を
見
た
學
者

が
、
如
何

に
ワ
ル
ラ
ス
の
貨
幣
数
量
読
を
見

て
ゐ
た
か
を
見
よ
う
。
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概
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と

貨

幣
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を
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燭

れ

て

ゐ
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の
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だ
け
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で

あ
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を
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よ
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の
貨
幣
論
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と
稻

せ
ら
る

」
も

の
で
あ
る
が
、
其
内

に
は

ワ
ル
ラ
ス
の
現
金
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読

に
近
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貨
幣
数
量
論
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。
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o
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ラ
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旨
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諺
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畠
鐘
頴
o

を
あ
げ

て
も

ゐ
な

い
し
、
ワ
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ラ

ス
か
ら
引
用
を

な
し

て
ゐ
る
所

が
あ

つ
て
も
、
そ
れ
ら
は
技
術

と
貨
幣
需
要
と

の
關
係

、
複
本
位
制
等

に
關

し

て
讐
あ
る
。

最
後

に
、

ロ
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ザ

ン
ヌ
學

派

の
學
者

ら
は
如
何

に
ワ
ル

ラ
ス
の
貨
幣
論
を
見
た

か
。
先
づ

ワ
ル
ラ

ス
の
學
読

を
行

き
得
る
所
ま

で
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展

せ
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め
た
と
云
は
る

玉
パ

レ
ー

ト
を
見
る
と
、
ワ

ル
ラ
ス
の

窪
。
駐
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濠
・・寒
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を

理
解

し

て
ゐ
た
こ
と
を
思
は
し
む

べ

き
記
述
も
な
け
れ
ば
、
此
概

念
を

と
り
入
れ
た
自
設
も
な

け
れ

ば
、
此
概
念

の
引
用
さ

へ
も
な

い
。
後
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の
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ー
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が
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た
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、
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、
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つ
た

。
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に
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